
（
一
）

著
者
は
魯
迅
と
医
学
と
の
関
係
に
注
目
し
、
医
史
学
的
観
点
か
ら
魯
迅
を
研
究
し
て
き
た
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
『
魯
迅
日
記
』
に
あ
ら
わ

（
一
一
）

れ
た
医
師
・
医
療
機
関
の
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
魯
迅
令
息
周
海
嬰
氏
の
主
治
医
で
あ
っ
た
篠
崎
医
院
（
上
海
）
小
児
科
坪
井
芳
治
（
よ

（
一
一
一
）

し
は
る
）
医
師
が
蘭
学
者
坪
井
芳
州
の
孫
、
す
な
わ
ち
蘭
学
者
坪
井
信
道
の
曽
孫
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
坪
井
芳
州
と
そ
の
子
孫
に
つ
い
て

（
四
、
五
）
（
六
）
（
七
、
八
）

は
故
青
木
一
郎
、
故
仲
田
一
信
両
氏
と
、
最
近
で
は
山
形
大
学
松
野
良
寅
教
授
の
研
究
が
あ
る
。
仲
田
氏
の
著
書
に
は
す
で
に
坪
井
芳
治
の
名

が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
魯
迅
と
の
関
係
の
指
摘
は
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
調
査
し
た
内
容
を
報
告
し
た
い
。
芳
州
の
子
、
坪

井
次
郎
の
経
歴
と
業
績
に
つ
い
て
は
概
略
に
と
ど
め
、
詳
細
は
別
の
機
会
に
報
告
す
る
。

を
主
治
医
と
し
た
。

魯
迅
は
一
九
一
二
年
五
月
五
日
か
ら
一
九
三
六
年
十
月
十
八
日
ま
で
、
二
回
の
短
期
間
の
中
断
を
除
い
て
二
十
四
年
間
日
記
を
書
き
続
け

た
。
内
容
は
生
活
の
備
忘
録
的
な
記
事
が
主
で
、
医
療
に
関
す
る
こ
と
も
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
著
者
の
概
算
し
た
と
こ
ろ
で
は
四
九
名
の

医
師
・
医
療
従
事
者
（
内
、
日
本
人
医
師
・
歯
科
医
師
一
三
名
）
、
三
ハ
箇
所
の
医
療
機
関
（
内
、
日
本
人
経
営
一
四
箇
所
）
が
記
載
さ
れ
て

中
国
の
文
豪
魯
迅
は
、
若
い
時
日
本
に
留
学
し
て
医
学
を
学
ん
だ
。
そ
の
た
め
終
生
日
本
医
学
に
親
し
象
を
持
ち
、
し
ば
し
ば
日
本
人
医
師

一
『
魯
迅
日
記
』
と
医
師
・
医
療
機
関

医
師
坪
井
芳
治
の
家
系
と
経
歴

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
五
巻
第
一
号

平
成
元
年
一
月
三
十
日
発
行泉

彪
之
助

昭
和
六
十
三
年
六
月
十
三
日
受
付
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前
述
の
よ
う
に
、
坪
井
芳
州
に
つ
い
て
は
青
木
・
仲
田
・
松
野
三
氏
の
研
究
が
あ
り
、
仲
田
氏
に
よ
っ
て
詳
細
な
年
譜
が
作
成
さ
れ
て
い

（
七
、
八
、
一
○
）

る
。
こ
れ
に
加
え
、
松
野
教
授
の
教
示
、
仲
田
氏
の
著
書
出
版
後
に
刊
行
さ
れ
た
文
献
、
最
近
発
見
し
た
坪
井
芳
州
死
去
直
後
の
明
治
十
九
年

（
一
一
）

の
『
東
京
医
事
新
誌
』
に
記
載
さ
れ
た
小
伝
な
ど
を
参
照
し
て
経
歴
を
検
討
し
た
。

蘭
学
者
芳
州
坪
井
為
春
は
旧
名
を
大
木
忠
益
と
い
い
、
出
羽
米
沢
藩
の
郷
医
大
木
松
翁
の
長
男
と
し
て
文
政
七
年
米
沢
に
生
ま
れ
た
。
郷
医

（
一
一
）
（
一
一
一
）

と
は
武
士
の
郷
士
に
あ
た
る
、
俸
禄
を
受
け
ず
士
分
と
し
て
の
待
遇
を
受
け
る
医
師
で
あ
る
。
藩
医
の
堀
内
素
堂
に
医
学
を
学
ん
だ
後
、
素
堂

の
紹
介
で
坪
井
信
道
に
入
門
し
た
。
信
道
の
塾
で
は
後
に
塾
監
、
塾
頭
を
つ
と
め
、
信
道
の
死
後
、
坪
井
信
良
と
共
に
残
さ
れ
た
塾
生
の
教
育

に
あ
た
っ
た
。
嘉
永
五
年
江
戸
芝
浜
松
町
で
開
業
、
一
方
信
道
次
女
幾
と
結
婚
、
坪
井
為
春
と
改
名
し
、
芳
州
と
号
し
た
。

（
一
二
一
）

青
木
氏
は
為
春
の
読
み
を
「
い
し
ゆ
ん
」
と
し
て
い
る
が
、
坪
井
芳
治
の
女
婿
斎
藤
祥
男
氏
に
よ
れ
ば
、
坪
井
芳
治
は
生
前
祖
父
の
こ
と
を

（
一
一
一
）

「
た
め
は
る
」
と
呼
ん
で
お
り
、
母
国
子
か
ら
そ
の
よ
う
に
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
ま
た
芳
治
（
よ
し
は
る
）
の
名
は
、
芳
州
と

為
春
か
ら
来
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
「
た
め
は
る
」
と
い
う
読
象
方
が
む
し
ろ
普
通
で
あ
ろ
う
。

（
一
一
）

い
る
。
こ
れ
を
記
載
日
数
で
順
位
を
つ
け
る
と
、
魯
迅
最
後
の
主
治
医
須
藤
五
百
三
医
師
と
須
藤
医
院
（
上
海
）
、
山
本
医
院
（
北
京
）
、
篠
崎

医
院
（
上
海
）
と
坪
井
芳
治
医
師
の
順
と
な
る
。
医
師
名
に
限
る
と
坪
井
芳
治
医
師
は
第
二
位
で
あ
っ
た
。

須
藤
五
亘
一
辰
岡
山
県
出
身
で
、
第
三
高
等
学
校
医
学
部
卒
業
後
、
軍
医
と
し
て
の
生
活
を
送
り
、
大
正
の
初
め
か
ら
上
海
で
開
業
し
た
。

（
九
）

須
藤
の
経
歴
は
著
者
が
明
ら
か
に
し
、
別
稿
で
発
表
し
た
。

北
京
山
本
医
院
は
、
三
．
一
八
事
件
の
後
、
魯
迅
が
政
治
的
避
難
を
し
た
場
所
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
魯
迅
は
山
本
医
院
で
し

ば
し
ば
診
療
も
受
け
て
い
る
。
院
長
山
本
忠
孝
は
京
都
府
出
身
で
、
京
都
府
立
医
学
校
卒
業
後
京
都
市
で
開
業
、
明
治
の
末
か
ら
北
京
で
開
業

し
た
。
山
本
忠
孝
に
つ
い
て
は
現
在
調
査
中
で
あ
る
。

二
芳
州
坪
井
為
春
と
そ
の
経
歴
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図1坪井芳治系図

芳
州
は
安
達
楳
栄
の
世
話
で
薩
摩
藩
奥
医
師
と
な
り
、
島
津
斎
彬
の
た
だ
一
人
の
蘭

法
侍
医
と
し
て
仕
え
た
。
安
政
五
年
斎
彬
の
死
去
の
際
に
は
、
病
床
に
侍
し
て
詳
細
な

（
一
四
）

病
状
記
録
を
残
し
て
い
る
。
斎
彬
の
死
去
の
翌
年
江
戸
へ
帰
っ
た
が
、
薩
摩
藩
奥
医
師

と
し
て
の
資
格
は
後
ま
で
続
い
た
。

万
延
元
年
蕃
書
取
調
所
教
授
手
伝
い
に
任
命
さ
れ
、
文
久
元
年
西
洋
医
学
所
教
授
と

な
っ
た
。
次
男
坪
井
次
郎
は
、
芳
州
が
西
洋
医
学
所
教
授
と
な
っ
た
翌
年
の
文
久
二
年

に
江
戸
芝
浜
松
町
で
出
生
し
て
い
る
。
し
か
し
妻
幾
が
長
男
と
と
も
に
病
死
し
た
の

（
一
一
）

で
、
芳
州
は
後
に
柳
子
（
旧
姓
村
井
）
を
後
妻
と
し
て
め
と
っ
た
。
柳
子
と
の
間
に
は

（
一
二
、
一
一
）

三
男
謹
三
郎
が
生
ま
れ
て
い
る
。
芳
州
は
西
洋
医
学
所
（
後
に
医
学
所
）
で
は
大
槻
俊

庵
、
緒
方
洪
庵
、
松
本
良
順
の
三
代
の
頭
取
の
下
で
勤
務
し
、
薬
剤
学
、
内
科
学
を
教

え
た
。
江
戸
開
城
後
、
明
治
新
政
府
が
医
学
所
を
接
収
し
た
時
に
は
、
他
の
教
職
員
と

と
も
に
一
旦
解
職
さ
れ
た
が
、
ふ
た
た
び
新
政
府
に
採
用
さ
れ
、
鎮
城
府
医
学
助
教
、

（
一
五
’
一
七
）

後
に
医
学
所
教
授
職
と
し
て
医
学
教
育
に
従
事
し
た
。
芳
州
は
大
学
東
校
に
も
在
籍
し

（
一
○
、
一
八
）

た
が
、
後
に
文
部
省
へ
移
り
、
編
集
寮
に
勤
務
し
た
。
明
治
十
一
年
埼
玉
県
立
医
学
校

が
設
立
さ
れ
る
時
に
招
か
れ
、
最
初
は
教
頭
、
後
に
校
長
と
し
て
教
育
に
従
事
、
一
方

（
六
、
一
九
、
二
○
）

何
冊
も
の
著
書
を
執
筆
し
た
。
県
立
病
院
長
も
兼
ね
た
が
、
埼
玉
県
立
医
学
校
が
議
会

の
内
紛
か
ら
財
政
困
難
を
理
由
に
廃
止
さ
れ
る
と
、
し
ば
ら
く
診
療
に
専
念
し
た
。
そ

（
一
○
）

の
後
東
京
に
帰
っ
て
東
京
帝
国
大
学
御
用
掛
に
任
命
さ
れ
た
が
、
明
治
十
九
年
三
月
三

十
日
に
死
去
し
た
。
享
年
六
十
三
で
あ
っ
た
。
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師
と
、

し
た
。 坪

井
次
郎
は
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
に
も
師
事
し
た
が
、
主
な
滞
在
地
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
、
直
接
の
指
導
者
は
、
。
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
垂
ル
の

教
室
の
エ
ン
メ
リ
ッ
ヒ
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
次
郎
の
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
追
悼
演
説
を
見
る
と
、
次
郎
は
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
を
恩

（
二
九
）

師
と
、
ま
た
エ
ン
メ
リ
ッ
ヒ
を
共
同
研
究
者
と
思
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
次
郎
は
ま
た
、
同
大
学
の
有
名
な
栄
養
学
者
フ
ォ
イ
ト
に
も
師
事

坪
井
芳
州
に
は
妻
幾
と
の
間
に
長
男
俊
太
郎
、
次
男
次
郎
、
妻
柳
子
と
の
間
に
三
男
謹
三
郎
の
三
人
の
息
子
が
あ
っ
た
が
、
長
男
は
天
折
し

（
二
三
’
二
八
）

た
。
（
図
１
）
次
男
坪
井
次
郎
は
、
京
都
帝
国
大
学
の
初
代
医
科
大
学
長
、
同
大
学
初
代
の
衛
生
学
教
授
と
い
う
輝
か
し
い
経
歴
に
か
か
わ
ら

ず
、
早
世
の
た
め
そ
の
生
涯
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
著
者
は
現
在
そ
の
点
を
調
査
中
で
、
詳
細
は
別
の
機
会
に
発
表
の
予
定
で
あ
る
。

坪
井
次
郎
は
、
文
久
二
年
七
月
五
日
江
戸
芝
浜
松
町
に
出
生
、
明
治
八
年
外
国
語
学
校
に
入
り
二
年
間
修
学
、
東
京
帝
国
大
学
で
予
科
、
本

科
を
修
め
、
明
治
十
八
年
に
医
学
部
を
卒
業
し
た
。
衛
生
学
教
室
に
入
り
、
助
手
を
経
て
明
治
二
十
年
十
一
月
助
教
授
に
任
命
さ
れ
た
。
明
治

二
十
三
年
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
ル
ー
ド
ゥ
ィ
ッ
ヒ
・
マ
キ
シ
ミ
リ
ァ
ン
大
学
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
の
公
式
名
）
医
学
部
衛
生
学
教
室
で
四
年
間

研
究
に
従
事
し
た
。

芳
州
の
墓
は
東
京
都
谷
中
霊
園
に
あ
り
、
坪
井
芳
治
、
柳
子
と
合
葬
さ
れ
て
い
る
。
墓
の
様
子
が
仲
田
氏
の
著
書
の
記
載
と
異
な
っ
て
い
る

の
は
、
芳
州
の
墓
の
横
に
あ
っ
た
柳
子
と
そ
の
子
孫
の
墓
が
関
係
者
の
希
望
で
他
へ
移
さ
れ
、
そ
の
際
柳
子
の
承
が
芳
州
と
合
葬
さ
れ
た
た
め

（
一
二
）

で
あ
る
。
こ
の
移
さ
れ
た
墓
の
建
立
者
謹
三
郎
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
芳
州
の
三
男
で
あ
り
、
こ
の
系
統
は
現
在
絶
え
て
い
る
と
い
う
。

坪
井
芳
州
の
著
訳
書
に
は
、
『
医
療
新
書
』
（
慶
応
二
年
）
、
『
医
学
篇
』
（
明
治
七
年
）
、
『
丹
氏
医
療
大
成
』
（
明
治
八
年
）
、
『
弗
氏
生
理
学
書
』

（
一
一
一
、
一
一
一
一
）

（
明
治
八
年
）
、
『
新
撰
方
鑑
』
（
明
治
八
年
）
、
『
生
理
学
書
（
華
氏
）
』
（
明
治
九
年
）
、
『
衛
生
新
誌
』
（
明
治
十
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。

明
治
二
十
七
年
末
に
帰
国
し
た
次
郎
は
、
引
き
続
き
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
衛
生
学
教
室
に
勤
務
し
た
が
、
明
治
三
十
二
年
京
都
帝
国
大
学

三
坪
井
次
郎
の
経
歴
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医
科
大
学
の
創
設
に
際
し
て
、
衛
生
学
の
教
授
と
初
代
の
医
科
大
学
長
と
に
任
命
さ
れ
た
。
し
か
し
明
治
三
十
六
年
七
月
十
三
日
京
都
市
西
洞

（
二
三
、
二
四
）

院
丸
太
町
の
自
宅
で
死
去
し
た
。
享
年
四
十
一
で
あ
っ
た
。
京
都
市
相
国
寺
心
源
院
で
葬
儀
が
行
わ
れ
、
同
寺
に
葬
ら
れ
た
。
た
だ
し
現
在
、

（
一
二
）

墓
は
京
都
市
高
台
寺
に
あ
る
。

（
三
○
）

次
郎
は
多
く
の
論
文
や
著
書
を
残
し
て
い
る
が
、
著
書
『
近
世
衛
生
学
』
は
名
著
と
さ
れ
、
後
に
遠
山
椿
吉
に
よ
っ
て
増
補
出
版
さ
れ
た
。

次
郎
が
明
治
二
十
三
年
第
一
回
日
本
医
学
会
で
「
家
屋
衛
生
」
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
の
は
、
日
本
の
衛
生
学
者
が
公
開
の
学
会
で
発
表
を

（
一
一
二
）
．
（
二
八
、
一
一
三
）

行
っ
た
最
初
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
彼
は
ま
た
足
尾
銅
山
鉱
毒
調
査
委
員
に
も
任
命
さ
れ
て
い
る
。

（
一
二
一
二
）
（
一
二
）

坪
井
次
郎
の
妻
国
子
（
ク
ニ
）
は
、
三
井
合
名
理
事
有
賀
長
文
の
妹
で
、
次
郎
と
国
子
の
間
に
は
四
人
の
子
が
あ
っ
た
。

坪
井
芳
治
（
よ
し
は
る
）
は
、
明
治
三
十
一
年
六
月
二
十
三
日
坪
井
次
郎
の
長
男
と
し
て
東
京
市
小
石
川
区
西
片
町
で
出
生
、
翌
年
九
月
ご

ろ
父
に
し
た
が
っ
て
京
都
市
に
転
居
し
た
（
表
１
）
。
五
歳
の
時
に
父
次
郎
が
死
去
し
、
そ
の
後
、
京
都
府
立
京
都
第
一
中
学
校
（
現
洛
北
高

（
三
四
）
（
三
五
）
（
三
六
）

等
学
校
）
、
（
旧
制
）
第
三
高
等
学
校
を
経
て
大
正
十
三
年
京
都
帝
国
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
た
。
当
時
有
賀
長
文
が
後
見
人
の
よ
う
な
立
場
に

（
三
七
、
三
八
）

あ
っ
た
た
め
、
東
京
に
出
て
大
正
十
三
年
七
月
か
ら
大
正
十
五
年
七
月
ま
で
慶
応
大
学
医
学
部
小
児
科
学
教
室
に
学
ん
だ
。
し
か
し
一
家
の
生

（
一
二
）

計
を
支
え
る
上
で
有
賀
か
ら
経
済
的
援
助
を
受
け
る
こ
と
を
好
ま
ず
、
大
正
十
五
年
秋
、
上
海
に
渡
航
し
て
篠
崎
医
院
小
児
科
に
就
職
し
た
。

こ
の
渡
航
に
先
立
っ
て
芳
治
は
石
川
三
輪
子
と
結
婚
し
て
い
た
が
、
三
輪
子
は
芳
治
に
続
い
て
上
海
に
渡
っ
た
。
二
人
の
間
に
は
三
人
の
令
嬢

篠
崎
医
院
は
、
福
民
医
院
と
並
ん
で
、
戦
前
の
上
海
に
お
け
る
日
本
人
経
営
の
二
大
病
院
の
一
つ
で
あ
る
。
上
海
で
の
日
本
人
医
師
の
診
療

（
三
九
）

は
明
治
二
十
年
言
」
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
渡
航
者
が
増
し
、
共
同
租
界
の
中
に
日
本
人
居
住
区
が
形
成
さ
れ
て
行
く
に
つ
れ
て
、
日

本
人
医
師
の
数
も
増
加
し
た
。
後
に
は
無
資
格
で
診
療
す
る
も
の
も
出
て
き
た
た
め
、
昭
和
二
年
に
上
海
総
領
事
館
は
医
師
規
則
を
制
定
し
、

（
一
二
）

と
一
人
の
令
息
が
生
ま
れ
て
い
る
。

篠
崎
医
院
は
、
福
民
医
院
と
並
？

四
坪
井
芳
治
の
経
歴
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表1坪井芳治年譜（1898～1960）

明治31年(1898)6月23日

明治32年(1899)7月

東京市小石川区西片町で出生,父坪井次郎，

母国子（旧姓有賀）

父が京都帝国大学医科大学長に就任し，京

都に転居

父死去

京都府立京都第一中学校卒業

第三高等学校第三部医科卒業

京都帝国大学医学部卒業

慶応大学医学部小児科学教室で学ぶ

1歳

■
一
・
０

明治36年(1903)7月

大正6年(1917）

大正9年(1920）

大正13年(1924）

大正13年(1924)7月～

15年(1926）7月

歳

歳
歳
歳
歳
躯

５
廻
翠
郡
一６２

28歳

28歳

34～35歳

石川三輪子と結婚

篠崎医院（上海）小児科に就職

魯迅令息周海嬰の主治医を勤める

大正15年(1926)秋

昭和7年(1932)5月～

8年(1933)6月

昭和23年(1948）

昭和35年(1960)9月4日

歳
歳

０
２

臣
Ｕ
６

帰国．東京都台東区浅草柳橋で開業

死去．谷中天王寺に祖父為春と合葬．法名

「慈眼院養眞徳芳居士」

日
本
に
お
け
る
と
同
様
の
資
格
を
持
っ
た
も
の
の
み
に
診
療
を
認
め
る

（
四
○
）

と
し
た
。

篠
崎
医
院
は
、
日
本
人
医
師
に
よ
っ
て
比
較
的
早
く
設
立
さ
れ
た
医

療
機
関
で
、
明
治
三
十
三
年
二
月
、
鹿
児
島
県
立
医
学
校
出
身
の
医
師

（
四
一
）

篠
崎
都
香
佐
に
よ
っ
て
上
海
西
華
徳
路
に
開
設
さ
れ
た
。
後
に
蓬
路

（
ま
た
は
文
路
）
（
現
・
塘
沽
路
）
に
移
り
、
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
出

身
の
内
科
医
で
副
院
長
の
秋
田
康
世
が
、
大
正
十
一
年
に
経
営
権
を
譲

（
四
三
）

り
受
け
て
院
長
と
な
っ
た
。
篠
崎
医
院
も
福
民
医
院
も
中
国
で
の
慣
習

に
従
っ
て
医
院
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
実
質
上
は
日
本
で
言
う
病
院
で

あ
っ
た
。
昭
和
十
年
ご
ろ
の
篠
崎
医
院
に
は
、
内
科
、
外
科
、
婦
人

（
四
三
）

科
、
小
児
科
、
皮
層
科
、
歯
科
な
ど
の
診
療
科
と
病
室
が
あ
っ
た
。
太

平
洋
戦
争
の
終
戦
時
に
は
、
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
出
身
の
耳
鼻
咽
喉

（
四
四
）

科
医
浜
之
上
信
隆
が
院
長
と
な
っ
て
い
る
。
篠
崎
医
院
の
位
置
は
、
文

路
と
呉
湘
路
の
交
差
点
か
ら
文
路
側
へ
二
軒
目
の
建
物
で
、
向
い
に
は

日
本
人
ク
ラ
ブ
（
現
在
小
学
校
）
、
隣
に
は
京
漢
銀
行
（
ま
た
は
漢
口

銀
行
）
（
現
在
共
同
住
宅
）
が
あ
っ
た
。
篠
崎
医
院
の
建
物
は
現
在
も

残
り
、
上
海
市
衛
生
防
疫
姑
と
な
っ
て
い
る
。

『
魯
迅
日
記
』
に
よ
る
と
、
坪
井
芳
治
は
一
九
三
二
年
五
月
か
ら
一

九
三
三
年
六
月
ま
で
、
魯
迅
令
息
周
海
嬰
の
治
療
に
あ
た
っ
た
。
こ
の

（64） 64



期
間
の
『
魯
迅
日
記
』
に
は
し
ば
し
ば
、
「
許
広
平
と
海
嬰
を
連
れ
、
篠
崎
医
院
に
受
診
」
、
「
海
嬰
の
た
め
篠
崎
医
院
に
薬
を
取
り
に
行
く
」
、

「
坪
井
医
師
の
往
診
を
受
け
る
」
な
ど
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
魯
迅
の
一
人
息
子
で
あ
る
周
海
嬰
は
、
魯
迅
夫
人
許
広
平
女
史
を
母
と
し
て
、

一
九
二
九
年
九
月
二
十
七
日
福
民
医
院
（
上
海
）
で
出
生
、
北
京
大
学
物
理
学
科
を
卒
業
し
て
、
現
在
中
華
人
民
共
和
国
広
播
電
影
電
視
部
に

勤
務
し
て
い
る
。
周
海
嬰
は
、
幼
い
頃
病
気
し
た
時
に
は
日
本
人
医
師
の
治
療
を
受
け
た
。
最
初
は
福
民
医
院
や
他
の
日
本
人
医
師
に
受
診
し

て
い
た
が
、
や
が
て
坪
井
芳
治
に
受
診
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
魯
迅
一
家
が
日
本
人
医
師
須
藤
五
百
三
に
受
診
し
、
一
家
の
健
康
を
須

藤
に
委
ね
た
形
に
な
っ
た
た
め
、
坪
井
芳
治
の
診
療
は
上
記
の
期
間
で
終
わ
っ
た
。

坪
井
医
師
の
診
療
期
間
中
、
同
医
師
一
家
は
魯
迅
一
家
と
家
族
ぐ
る
糸
の
交
際
を
し
た
。
『
魯
迅
日
記
』
を
見
て
も
そ
の
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

坪
井
芳
治
は
趣
味
が
広
く
、
な
か
で
も
文
学
好
き
で
あ
っ
た
た
め
、
し
ば
し
ば
魯
迅
と
酒
を
酌
桑
交
わ
し
な
が
ら
文
学
論
を
た
た
か
わ
せ
た
。

『
魯
迅
日
記
』
お
よ
び
三
輪
子
未
亡
人
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
魯
迅
は
た
び
た
び
坪
井
医
師
一
家
を
訪
問
し
て
い
る
が
、
魯
迅
が
坪
井
医
師
に

「
い
つ
も
私
が
来
て
い
る
か
ら
、
時
に
は
私
の
と
こ
ろ
へ
も
来
て
下
さ
い
」
と
招
待
し
、
そ
の
招
待
を
受
け
て
出
か
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

（
一
二
）

ぅ
。
そ
の
際
坪
井
医
師
令
嬢
が
お
と
な
し
く
し
て
お
ら
ず
、
家
に
い
る
と
同
様
に
振
舞
っ
た
た
め
に
三
輪
子
夫
人
が
困
っ
た
と
い
う
話
が
伝
わ

（
一
二
）

っ
て
い
る
。
当
時
の
坪
井
芳
治
の
住
居
は
魯
迅
と
同
じ
施
高
塔
路
で
、
近
い
距
離
に
あ
っ
た
。

冒
迅
日
記
三
九
三
一
年
四
月
二
十
三
日
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
．
「
（
略
）
晩
、
知
味
観
（
引
用
者
窪
ｌ
料
理
店
名
）
に
席

を
設
け
、
客
を
夕
食
に
招
く
。
秋
田
、
須
藤
、
浜
之
上
、
菅
、
坪
井
学
士
お
よ
び
そ
の
夫
人
と
子
供
二
人
（
以
下
略
）
」
（
南
雲
智
ほ
か
訳
、

『
魯
迅
全
集
』
（
邦
訳
）
十
八
巻
、
学
研
）
こ
の
中
の
「
坪
井
学
士
お
よ
び
そ
の
夫
人
と
子
供
二
人
」
と
い
う
記
載
は
、
坪
井
芳
治
、
三
輪
子
夫

人
、
長
女
不
二
子
、
次
女
明
子
の
こ
と
で
、
二
人
の
令
嬢
の
年
齢
は
六
歳
と
三
歳
で
あ
っ
た
。

海
嬰
が
坪
井
芳
治
の
診
療
を
受
け
な
く
な
っ
て
か
ら
も
、
魯
迅
は
坪
井
芳
治
に
著
書
を
贈
っ
た
り
（
一
九
三
四
年
二
月
二
十
六
日
）
、
一
家

連
れ
立
っ
て
果
物
を
届
け
た
り
し
て
い
る
（
一
九
三
四
年
四
月
二
十
四
日
）
。
坪
井
芳
治
の
名
が
『
魯
迅
日
記
』
に
見
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
四

月
二
十
日
が
最
後
で
あ
る
。
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魯
迅
は
坪
井
芳
治
に
二
編
の
詩
（
旧
体
詩
）
を
贈
っ
た
。
一
つ
は
『
魯
迅
日
記
』
一
九
三
二
年
十
二
月
三
十
日
に
坪
井
学
士
の
た
め
に
揮
毫
６６

し
た
と
書
か
れ
て
い
る
次
の
詩
で
あ
る
。

一
方
同
日
の
冒

（
四
五
）

も
贈
ら
れ
て
い
る
。

一
九
三
六
年
に
魯
迅
が
死
去
し
た
後
も
、
坪
井
芳
治
は
上
海
で
診
療
を
続
け
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
終
戦
前
の
篠
崎
医
院
の
院
長
は
浜
之
上

信
隆
に
代
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
浜
之
上
信
隆
の
名
も
、
上
記
の
よ
う
に
『
魯
迅
日
記
』
に
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
詩
は
、
控

発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

後
者
は
、
坪
井
君
晒
正
と
い
う
魯
迅
の
筆
跡
が
加
わ
っ
た
も
の
が
、
一
九
七
九
年
刊
の
『
魯
迅
詩
稿
』
に
写
真
版
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る

（
四
六
）

と
こ
ろ
か
ら
、
恐
ら
く
こ
の
揮
毫
が
中
国
で
発
見
さ
れ
、
上
記
の
よ
う
な
注
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
斎
藤
祥
男
氏
に
よ
れ
ば
坪
井
芳
治
の

（
一
二
）

三
女
の
名
眸
は
、
こ
の
詩
か
ら
取
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

（
四
七
）

こ
れ
ら
の
詩
は
、
後
に
魯
迅
の
作
品
集
『
集
外
集
拾
遺
』
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
坪
井
芳
治
遺
品
の
中
に
魯
迅
の
真
筆
は

司

無 皓
端歯
薑呉
夢娃
駆唱
残柳
酔枝

「
無
情
未
必
眞
豪
傑

知
否
興
風
狂
嚥
者

『
魯
迅
日
記
』

に
作
家
郁
達
夫
に
贈
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
次
の
詩
は
、
中
国
版
『
魯
迅
全
集
』
原
注
に
よ
れ
ば
坪
井
芳
治
に

酒
闘
人
静
暮
春
時

濁
對
燈
陰
憶
子
規
」

憐
子
如
何
不
丈
夫

回
眸
時
看
小
於
菟
」

（66）



（
四
九
）

中
国
版
「
魯
迅
全
集
」
『
日
記
人
名
注
釈
』
に
よ
れ
ば
、
樋
口
良
平
は
当
時
上
海
紡
績
会
社
社
医
で
あ
っ
た
。
同
医
師
は
、
坪
井
芳
治
の
葬

（
五
○
）

儀
に
出
席
し
、
ま
た
坪
井
芳
治
の
回
想
を
執
筆
す
る
な
ど
、
親
し
い
友
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
樋
口
良
平
に
つ
い
て
は
、
慶
応
大
学
医
学
部
小
佐
野
満
教
授
の
好
意
に
よ
っ
て
、
同
大
学
の
卒
業
生
で
あ
り
、
同
大
学
小
児
科
学
教
室

（
三
七
）

に
学
び
、
戦
後
新
潟
県
の
病
院
に
勤
務
し
た
が
、
比
較
的
若
い
間
に
退
職
、
昭
和
五
十
三
年
五
月
に
死
去
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
執
筆

し
た
回
想
の
分
析
か
ら
、
上
海
を
去
っ
た
後
、
済
南
お
よ
び
青
島
に
お
い
て
華
北
交
通
病
院
に
勤
務
し
、
青
島
に
お
い
て
は
院
長
で
あ
っ
た
こ

（
五
一
）

と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
そ
れ
以
上
の
詳
細
な
調
査
に
は
成
功
せ
ず
、
未
詳
の
ま
ま
で
あ
る
。

太
平
洋
戦
争
終
結
後
も
、
坪
井
芳
治
は
診
療
を
続
け
る
こ
と
を
望
ま
れ
て
上
海
に
残
り
、
昭
和
二
十
三
年
に
日
本
に
引
き
揚
げ
た
。
東
京
都

（
三
、
四
八
）

台
東
区
浅
草
柳
橋
で
開
業
し
た
が
、
昭
和
三
十
五
年
九
月
四
日
死
去
し
、
東
京
都
谷
中
霊
園
の
祖
父
芳
州
の
墓
に
合
葬
さ
れ
た
。
享
年
六
十
二

で
、
法
名
は
慈
眼
院
養
眞
徳
芳
居
士
で
あ
る
。

一
樋
口
良
平

『
魯
迅
日
記
』
一

二
篠
崎
医
院
創
立
者
篠
崎
都
香
佐
の
経
歴

五
関
連
医
師
の
経
歴

「
豈
有
豪
情
似
蕾
時

何
期
涙
濯
江
南
雨

九
三
三
年
六
月
二
十
一
日
に
は
、
魯
迅
が
坪
井
芳
治
の
友
人
樋
口
良
平
に
次
の
詩
を
贈
っ
た
と
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。

花
開
花
落
両
由
之

又
為
斯
民
突
健
児
」
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（
三
九
）

篠
崎
都
香
佐
（
一
八
六
五
’
一
九
三
六
）
慶
応
元
年
一
月
二
日
鹿
児
島
に
出
生
。
鹿
児
島
県
立
医
学
校
卒
業
、
東
京
帝
国
大
学
選
科
に
籍
を

置
い
た
こ
と
が
あ
る
。
長
野
県
公
立
伊
那
病
院
長
お
よ
び
東
京
吉
原
病
院
長
等
を
歴
任
。
明
治
三
十
二
年
内
務
省
防
疫
官
。
明
治
三
十
三
年
二

月
上
海
の
諸
会
社
の
招
き
で
渡
航
。
篠
崎
医
院
創
立
。
大
正
十
一
年
十
二
月
秋
田
康
世
に
経
営
権
を
譲
渡
し
て
帰
国
。
昭
和
十
一
年
三
月
一
日

東
京
で
死
去
。

文
献

（
一
）
『
魯
迅
日
記
』
「
魯
迅
全
集
」
十
四
、
十
五
巻
、
人
民
文
学
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
一
年
。

お
よ
び
「
魯
迅
全
集
」
（
邦
訳
）
十
七
、
十
八
、
十
九
巻
、
学
研
、
東
京
、
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
年
）
。

（
己
泉
彪
之
助
ヨ
魯
迅
日
記
』
に
お
け
る
医
療
第
一
報
基
礎
的
検
討
」
『
福
井
県
立
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
十
一
号
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
年
）

謝
辞

こ
の
研
究
の
発
表
を
許
可
さ
れ
、
貴
重
な
資
料
・
証
言
を
提
供
さ
れ
た
坪
井
三
輪
子
氏
、
斎
藤
祥
男
・
明
子
夫
妻
、
種
々
の
援
助
、
教
示
を
与
え
ら
れ
た
慶

応
大
学
医
学
部
小
児
科
学
教
室
小
佐
野
満
教
授
、
山
形
大
学
教
養
部
松
野
良
寅
教
授
、
仲
田
寛
氏
、
市
立
米
沢
図
書
館
、
埼
玉
県
立
浦
和
図
書
館
、
鹿
児
島
県

立
図
書
館
、
東
京
大
学
医
学
部
衛
生
学
教
室
、
京
都
大
学
医
学
部
衛
生
学
教
室
糸
川
嘉
則
教
授
、
金
沢
大
学
医
学
部
衛
生
学
教
室
橋
本
和
夫
教
授
、
京
都
府
総

合
資
料
館
、
相
国
寺
、
金
沢
大
学
図
書
館
医
学
分
館
、
松
井
昭
博
士
、
春
木
伸
一
博
士
、
秋
田
康
一
氏
、
浜
之
上
訓
衛
博
士
、
石
川
県
立
図
書
館
、
国
立
国
会

図
書
館
、
外
務
省
外
交
史
料
館
、
薬
丸
比
呂
志
博
士
、
薬
丸
洋
秋
博
士
に
深
謝
す
る
。

（
一
己
斎
藤
祥
男
・
明
子
に
よ
る
証
言
、
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
年
）
十
月
二
十
六
日
、
東
京
、
お
よ
び
私
信
。

（
ｇ
青
木
一
郎
『
坪
井
信
道
の
生
涯
』
杏
林
温
故
会
、
大
阪
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
年
）
。

（
ご
青
木
一
郎
『
坪
井
信
道
詩
文
及
書
簡
集
』
岐
阜
県
医
師
会
、
岐
阜
、
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
年
）
。

（
ご
仲
田
一
信
『
埼
玉
県
医
学
校
と
日
習
堂
蘭
学
塾
』
浦
和
市
尾
間
木
史
跡
保
存
会
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
年
）
。

九
月
。

I

（
こ
の
論
文
の
要
旨
は
、
昭
和
六
十
三
年
五
月
二
十
八
日
、
第
八
九
回
日
本
医
史
学
会
総
会
に
お
い
て
発
表
し
た
）
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松
野
良
寅
「
大
木
忠
益
」
『
明
治
の
曙
』
二
○
頁
、
遠
藤
書
店
《
米
沢
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
年
）
。

松
野
良
寅
「
米
沢
洋
学
の
系
譜
（
一
）
坪
井
為
春
を
め
ぐ
る
人
び
と
」
同
教
授
の
好
意
に
よ
る
。

泉
彪
之
助
「
須
藤
五
百
三
ｌ
魯
迅
最
後
の
主
治
医
ｌ
」
『
福
井
県
立
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
十
号
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
年
）
三
月
。

『
明
治
四
年
官
員
録
お
よ
び
明
治
過
去
帳
』
松
野
良
寅
教
授
の
好
意
に
よ
る
。

「
坪
井
為
春
先
生
伝
」
『
東
医
新
誌
』
四
三
三
号
、
九
七
三
’
九
七
四
頁
、
四
三
四
号
、
一
○
○
五
’
一
○
○
六
頁
、
一
八
八
六
（
明
治
十
九
年
）
。

「
堀
内
素
堂
」
『
米
沢
市
史
編
集
史
料
』
一
○
号
。

日
蘭
学
会
編
『
洋
学
史
事
典
』
雄
松
堂
出
版
、
東
京
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
年
）
。

池
田
俊
彦
『
島
津
斎
彬
伝
』
一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
年
）
、
森
重
隆
『
薩
摩
医
人
群
像
』
春
苑
堂
、
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
年
）
よ
り
引
用
。

『
東
京
大
学
百
年
史
』
（
通
史
己
一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
年
）
。

文
部
省
『
学
制
百
年
史
』
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
年
）
。

『
東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
年
）
。

『
官
員
全
書
』
（
中
）
一
八
七
二
（
明
治
五
年
）
、
国
立
公
文
書
館
蔵
。

『
埼
玉
県
教
育
史
』
埼
玉
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
○
（
昭
和
四
十
五
年
）
。

『
埼
玉
県
医
師
会
史
』
（
第
一
部
戦
前
編
）
埼
玉
県
医
師
会
、
一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
年
）
。

阿
知
波
五
郎
『
近
代
日
本
の
医
学
』
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
年
）
。

『
国
書
分
類
目
録
』
（
下
）
国
立
公
文
書
館
。

『
東
京
医
事
新
誌
』
一
三
一
六
号
、
一
九
○
三
（
明
治
三
十
六
年
）
。

『
京
都
日
出
新
聞
』
一
九
○
三
（
明
治
三
十
六
年
）
七
月
。

『
大
日
本
博
士
録
』
二
巻
、
二
五
頁
、
発
展
社
、
東
京
、
一
九
二
二
（
大
正
十
一
年
）
。

藤
野
恒
三
郎
『
日
本
細
菌
学
史
』
近
代
出
版
、
東
京
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
年
）
。

『
京
都
大
学
七
十
年
史
』
一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
年
）
。

西
川
填
八
「
坪
井
次
郎
」
『
公
衆
衛
生
』
四
六
巻
二
号
、
一
四
二
’
一
四
三
頁
、
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
年
）
。

丸
山
博
「
坪
井
次
郎
『
。
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
追
悼
演
説
』
」
『
森
鴎
外
と
衛
生
学
』
勁
草
書
房
、
東
京
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
年
）
。

「
日
本
衛
生
学
の
黎
明
期
と
衛
生
学
書
」
『
第
五
十
五
回
日
本
衛
生
学
会
展
示
目
録
』
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
年
）
橋
本
和
夫
教
授
の
好
意
に
よ
る
。
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「
魯
迅
全
集
」
七
巻
四
一

上
海
魯
迅
記
念
館
編
集

魯
迅
『
集
外
集
拾
遺
』

『
日
本
医
籍
録
』
東
日
十

『
魯
迅
日
記
人
物
注
釈
』

樋
口
良
平
「
遜
居
山
人

薬
丸
比
呂
志
私
信
。

『
上
海
日
報
』
一
九
三

浜
之
上
訓
衛
私
信
。

秋
田
康
一
私
信
。

「
上
海
総
領
事
館
令
第
二
号
、
医
師
規
則
」
一
九
二
七
（
昭
和
二
年
）
六
月
一
日
、
『
外
務
省
記
録
』
「
領
事
館
令
の
制
定
改
廃
関
係
雑
件
」
（
上
海
ノ

部
）
自
一
九
二
五
（
大
正
十
五
年
）
六
月
よ
り
、
外
務
省
外
交
史
料
館
の
好
意
に
よ
る
。

遠
山
景
直
著
作
兼
発
行
『
上
海
』
一
九
○
七
（
明
治
四
十
年
）
二
月
（
篠
崎
医
院
広
告
）
。

小
佐
野
満
私
信
。

坪
井
芳
治
「
母
乳
エ

坂
田
敏
雄
「
上
海
却

士
の
好
意
に
よ
る
。

『
日
本
衛
生
学
会
五
十
年
史
』
日
本
衛
生
学
会
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
年
）
。

森
長
英
三
郎
『
足
尾
鉱
毒
事
件
』
（
上
）
日
本
評
論
社
、
東
京
、
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
年
）
。

『
三
井
事
業
史
』
本
篇
二
巻
お
よ
び
三
巻
上
、
三
井
文
庫
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
年
）
。

『
京
都
府
立
京
都
第
一
中
学
校
同
窓
会
会
員
名
簿
』
一
九
三
五
（
昭
和
十
年
）
十
二
月
。

『
第
三
高
等
学
校
同
窓
会
名
簿
』
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
年
）
十
月
。

『
京
都
大
学
卒
業
者
人
名
録
』
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
年
）
。

ゞ
」
七
巻
四
三
九
頁
注
解
、
人
民
文
学
出
版
社
、
北
京
。

記
念
館
編
集
『
魯
迅
詩
稿
』
人
民
文
学
出
版
社
、
北
京
、
一
九
七
九
年
。

汁
集
拾
遺
』
「
魯
迅
全
集
」
七
巻
お
よ
び
「
魯
迅
全
集
」
（
邦
訳
）
九
巻
。

録
』
東
日
本
版
、
医
学
公
論
社
、
東
京
、
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
年
）
。

人
物
注
釈
』
「
魯
迅
全
集
」
一
五
巻
、
人
民
文
学
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
一
年
。

「
遜
居
山
人
『
坪
井
芳
治
』
の
憶
い
出
」
『
日
本
医
事
新
報
』
第
二
○
五
三
号
、
一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
年
）
八
月
。

「
母
乳
栄
養
児
血
液
所
見
」
『
児
科
雑
誌
』
三
○
四
巻
、
一
三
○
○
頁
、
一
九
二
四
（
大
正
十
四
年
）
。

「
上
海
邦
人
医
界
明
治
年
史
」
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
年
）
二
月
、
上
海
歴
史
地
理
研
究
会
刊
『
上
海
研
究
』
第
一
輯
所
載
、
松
井
昭
博

九
三
四
（
昭
和
九
年
）
三
月
一
日
広
告
欄
。

（
福
井
県
立
短
期
大
学
第
一
看
護
学
科
）
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ThefamilytreeandthelifeofDr.YoshiharuTsuboi,

pediatricianforthesonofLuXun

byHyonosukelZUMI

Inthepresentcommunication，thefamilytreeandthelifbofDr・YoshiharuTsuboi,pediatrician
fbrthesonofLuXun，isreviewed.

ず

Yoshiharu'sgrandfhtherwasTameharuTsuboi,afamousmedicaleducatorintheBakumatsu-Meiji

period.Yoshiharu'sfather,Dr.JiroTsuboi,wasahygienistandthefirstdeanoftheMedicalSchoolof

theKyotolmperialUniversity・Yoshiharuwasborninl892inTokyo・HisfatherdiedwhenYoshiharu

wasfive,andYoshiharuwentontograduatefi､omKyotolmperialUniversityMediCalSchoOlinl923.

AfterstudyinginthepediatricdepartmentofKeioUniversity,hewenttoShanghai,China・Heworked

asapediatricianattheShinozakiHospital,takingchargeofZhouHaiYing,sonofLuXun,fi･om

1932tol933・HedevelopedafiiendshipwithLuXun・LuXunpresentedtwohandwrittenpoemsto

Dr・Tsuboi.

YoshiharureturnedtoJapaninl948afterWorldWarn,anddiedinl970.

（
【
ト
）

［
卜


